













































































（8）　成田龍一『近代都市空間の中の文化経験』（岩波書店，2003 年，初出 1988 年）第 3章。
（9）　須崎眞一「古家実三の歴史的位置を考える」（上）（下）（『古家実三日記研究』3-4 号，2003，2004 年）。
（10）　重松正史『大正デモクラシーの研究』（清文堂出版，2002 年）第 2章，第 5章。



























　蟻善は 1892年 3月 31日に生まれた（20）。実家は京都市東洞院三条にある口入業の老舗上田屋であ
る。18 歳で京都薬学校（後の京都薬学専門学校）を卒業し，京都帝国医科大学医院薬局を経て，
京都市三条富小路にウエダヤ薬局を開業した（『日出』31・7・14）。管見の限り，最初に彼が史料
に登場するのは，加藤時次郎の刊行した『生活の力』である。1914 年 7 月 20 日付の書簡が転載さ
（13）　源川真希『近現代日本の地域政治構造』（日本経済評論社，2001 年）。




























































4号は 5,000 部印刷したという（『へちまの花』17 号，15・6・1，21 頁）。岩崎革也にも，1915 年 4





















































秋水のことを聞くスパイの記述があり，同年 9月 22 日の日記には「上田警部（英太郎）私服にて
来り，種々の事を，種々の事に托して尋問しよる，よい加減に対手になつて追ひ返す」（『オヤヂの
日記』15・9・22）と特高が自宅に出入りしている。また，同年 10 月 7 日には「『生活の力』の復
活号が舞ひ込む，嬉しく読む『へいみん』の事をチヨツト讃歎してある。孰れ近日亦高等課からで
も見えるであらう」（『オヤヂの日記』15・10・7）と，諧謔をこめている。同年 10 月 15 日には
「夜また上田警部来り『住』〈スミ〉に就て聞きくさる，『住』は愈々その筋の廻し者らし，吉見兄
が工廠を出されたのも全く『住』の報告による，怪しからぬ男なり」（『オヤヂの日記』15・10・


























　1919 年 2 月 27 日には，山鹿泰治・横井仙之助ほか数名のアナーキストとともに，クロポトキン
の『パンの略取』の翻訳本と『サンジカリズム』と題した印刷物配付により，出版法違反で検挙さ
れている。同年 6月 13 日に京都地裁で判決がでた。山鹿泰治が禁固 2年，深尾己之助が同 2ヵ月，
蟻善は懲役 4ヵ月。蟻善は上告したが，棄却された（『日出』19・3・1-2，『沿革』，『特別要視察






捕後も，日記の 1921 年 1 月 23 日条には，「スパイの渡辺と池田とが来たと云ふ。ウルサイ虫ケラ





　蟻善は，1922 年 5 月に設立された京都印刷工組合に関与していた。この組合は京都のアナーキ






は，順調だった。例えば，ウエダヤ薬局の 1915 年 10 月 1 日から 29 日までの総売上は 889 円 89 銭














（『日記』21・1・17），1921 年 2 月 1 日には「薬学校へ廻り，度量衝問題の会議に列す，僕の弥次







で僕の一方の目的は達した」（『日記』21・2・7）など，同業者との会合をしている。1923 年 11 月
25 日に第 2回近畿薬業京都代表者大会があり，薬剤師の京都代表者でもあった（24）。
　さらに，1921 年 1 月 25 日に「両替町の試験所へ行く，本草会の創立総会である，高木幸助君と
（24）　京都市歴史資料館所蔵写真版「上田（久）文書」11「第二回近畿薬業大会京都代表者会議写真（大津女学校）」


































んでいた（『日記』21・2・11）。1921 年 9 月 25 日の観世流能楽会では狂言の「萩大名」を演じて
いる（『日出』21・9・20 夕）。観世流能楽師シテ方である片山博通も「能楽界はまた一人惜しい人























































































　同年 7月 14 日には，京都支部執行委員会が開催され，普選で初めての府会議員選挙で，下京区
から蟻善が立候補し，上京区から山口茂一郎が立候補することになった。蟻善は府議戦対策委員会
の組織部長になり，選挙資金の寄付 31 口，155 円のうち，10 口 50 円を寄付し，その財力を示して
いた（『社民』27 号，27・7・3）。同月 21 日の支部委員会では，勤労階級の府税減免，方面委員の
選挙制と有給化，府社会事業の拡張，家賃引下政策，各学区に無料診療所を設置などの政策を挙









（27）　吉川末次郎は 1892 年 12 月 1 日京都市生まれ。京都薬学校（後の京都薬学専門学校）を 1911 年に卒業，同志














　同年 9月 25 日の京都府会議員選挙の無産政党候補の結果は上京区（定員 9）で，当選 2位 2,403
票で神田兵三（酒醤油業，労農党），落選（次点）1,374 票で山口茂一郎（通信記者，社民党）。下
京区（定員 10）で，当選 2位 2,750 票で奥村甚之助（鉄工業，労農党），落選（次点）1,446 票で上
田蟻善（薬剤師，社民党），というものであり，労農党が神田兵三，奥村甚之助が当選したのに対
し，社民党は全員落選，蟻善も 225 票差の 1,446 票の次点で落選した（『社民』33 号，27・11・1，
『朝京』27・9・27）。1927 年度社民党京都支部の党員数は 40 名だった（『昭和二年中ニ於ケル無産
政党運動ノ状況』41 頁）。
　その後，1928 年 2 月 20 日の普選第 1回総選挙に社民党は支部長の吉川末次郎が立候補したが，
京都第 1区で 2,247 票で大敗した。一方，労農党の山本宣治と水谷長三郎は，京都 1区で水谷が










盟の再組織もうまくいかず，1929 年 1 月の実数は 100 名にもみたなかった（『運動史』538-551 頁）。
　京都市で増区問題が発生すると，小選挙区制実施が問題となった。各無産政党は候補者の地盤が



















　普選初めての京都市会議員選挙は 1929 年 5 月 21 日が投票日だった。各党準備を進めていたが，
無産政党間の連携は無かった。社民党は無産政党選挙対策協議会を提唱し，日本大衆党，労農大衆


















































5月 10 日 裏寺町（新京極六角東入下ル）永楽亭（旧称受楽亭） 米窪満亮（前国際労働会議代表）
5月 11 日 城巽校，柳池校
5月 12 日 日彰校
5月 13 日 第二朱雀校，佛光寺千本一丁西入親友亭
5月 14 日 本能校，西院土井ノ内（嵐電停留場東半町）北末工場
5月 15 日 富有校，六角烏丸北六角会館
5月 16 日 生祥校，押小路行幸町西北角天理協会
5月 17 日 竹屋町堀川東入明善寺，龍池校


































































福田関次郎（38） 民政党・新 会社員・民政党本部幹事 1,018 840 1,858 857･420
中川源一郎（38） 民政党・新 会社員・府会議員・民政党京都支部政務調査会副会長 782 386 1,168 866･470
石田芳之助（42） 民政党・新 薪炭商・朱雀学区学区会議員・下京区所得税調査委員 875 256 1,131 635･950
森 田 　 茂（58） 民政党・再 弁護士・代議士・前衆議院議長 124 934 1,058 659･210
浅山富之助（65） 中立・再 材木商・中京区連合組合理事長・前市会議長 946 90 1,036 651･310
八木伊三郎（48） 政友会・再 友禅製造業・政友会京都支部幹事長 325 648 973 629･270
上 田 蟻 善（38） 社会民衆党・新 薬剤師 230 718 948 785･670
郷 原 　 瞭（42） 中立・新 医学博士・大宮病院院長 200 575 775 750･420
岡村秀太郎（45） 国民同志会・再 新聞社長・醤油製造業・中京区連合組合副理事長 36 656 692 740･325
高山輿三吉（54） 中立・再 京染悉皆業・元府会議員・悉皆同業組合長 48 625 673 854･160
半 谷 玉 三（39） 労農大衆党・新 木型工，労農大衆党執行委員 498 163 661 843･750




辺である中京区役所の選挙会で 230 票，無産階級の多い新市街地周辺の第 1分会（第 1朱雀）で
718 票併せて 948 票であった。蟻善の選挙戦は地元の商業地域を固めつつ，それに無産政党人気が
加わり，新市街地周辺の無産階級にも得票し，当選したものといえよう。
　こうして男子普通選挙下初の京都市会議員選挙は定員 56 名に対して，156 名が立候補した大変
な激戦であった。結果，党派別の獲得議席数は民政党 23，中立 18，政友会 8，立憲公民党 1，国民




























物大辞典』角川書店，212，261，552 頁，『京都日出新聞』1929 年 5 月 23 日，白木正俊「菱野貞次と京都市政
（上）」（（公財）世界人権問題研究センター『研究紀要』12 号，2007 年 3 月）。






























10 月 30 日 常設委員決定 保健委員に就任。
1930 年




















































7 月 30 日
生祥学区学区会










年 9 月府議選に落選したのを契機に，新聞発行を思いたち，従業員 10 名（内女性 1名）で細々と
営業してきた。1929 年 5 月の市会議員選挙で，八木は当選したが，当選すれば新聞発行の目的を
達し，経営状態もわるいため，廃刊ないしは大整理を行うことを決心し，同年 6月 24 日従業員に
対し，月給 1割値下並びに 1名の解雇を宣告した。従業員は結束して，第 1に従業員の解雇反対，
第 2に 2 月分残業支払全額支給，第 3に減給反対などの要求書を提出し，ストライキにはいった
（『社通』58 号，29・7・8，51 頁）。会社側の依頼により，蟻善が調停し，解決した（『社通』60 号，
29・7・21，53 頁）。次に東亜キネマ争議に関与した。1929 年 8 月 31 日付で，東亜キネマは撮影所
従業員を 19 名解雇した（『社通』68 号，29・9・16，47 頁）。その後同年 9月 17 日に会社代表と蟻
善を含む社民党京都支部，争議団の代表が折衝の結果，解決した（『社通』70 号，29・9・30，59
頁）。以上のように労働争議の調停に尽力していた。1930 年 6 月 19 日夜に三条青年会館で蟻善を
含む社民党京都府連主催で演説会を開催し，失業救済事業を要求する要求を行った。翌 20 日には
府知事や市助役に会見し，要求し，予算の範囲で失業救済事業を起こす言質を得た（『社民』20 号，






末端単位であり，重視されていた。1929 年 12 月 9 日の社民党第 4回全国大会で支部長吉川末次郎
は「区議は他無産各三名宛に対し，我党は十三名を有し」と増加していた（『社通』81 号，29・
12・16，55 頁）。また，市議選以降と思われるが，1930 年 4 月には蟻善も市会議員とともに生祥学
区学区会議員にも就任していたことが確認できる（45）。1930 年 9 月 11 日に上京区学区会議員選挙が
行われ，無産政党候補のいなかった 3学区に立候補者が 1名ずつ，合計 3人当選した。無産政党の
候補は 19 名出馬し，8名当選した（『社民』23 号，30・10・15，『朝京』30・9・13）。







　同年 11 月 9 日夜に京都支部連合会の第 5回大会が開催され，京都市内，府内郡部各地に 8支部
12 分会を組織し，1,824 名の党員と 6,410 名の団体員の支持を得ているとした。蟻善も会計監督に
就任した（『社民』24 号，30・11・15）。
　同年 11 月 27 日には，菱野貞次・半谷玉三・神田兵三の労農大衆党所属市会議員 3人が失業救済
事業に従事していた労働者数百名とともに京都市役所に乱入し，2階のバルコニーで赤旗をなびか
せて，市の失業救済事業の不備を訴えて，要求を記した決議文を村田市助役に渡すという行動にで



















　同時並行で，無産政党合同運動が進んでいた。1930 年 2 月 11 日に社民党三党実現同盟が結成さ
れ，全国大衆党とともに合同促進に努めていた。京都を含む 16 府県に同盟参加者は広がり，参加
者数は約 2,000 名だった（『昭和六年中ニ於ケル社會運動ノ状況』569-570 頁）。
　京都でも同年 2月 20 日の総選挙で無産政党各派は惨敗し，京都 1区の暗殺された山本宣治の後
継候補の河上肇（労農党）7,225 票，水谷長三郎（労農大衆党）5,024 票，吉川末次郎（社民党）
2,632 票，京都 2区の細迫兼光（労農党）8,647 票と，無産政党の候補は全員落選した。この惨敗ぶ
りに，世論は無産政党内部の対立・抗争による共倒れとして，厳しく批判した（『運動史』662-









委員として協議会に参加させる事が決定した（『社通』311 号，30・10・19）。さらに，同年 11 月
20 日には，社民党と全国大衆党は 15 名ずつ委員を出し，「無産政党合同促進京都地方協議会」を
組織して，事務所を蟻善方に置き，労働農民党京都支部連合会にも参加を呼びかけていた（『社通』
341 号，30・11・25）。同年 11 月 24 日には，社民党京都府連合会拡大執行委員会に蟻善も出席し，
社民党，全国大衆党両党合同促進協議会に労働農民党を参加させ，三党合同促進協議会で，生活防
衛闘争などを行う事を決議した（『社通』344 号，30・11・28）。





の意見通告を求めたが，本部案賛成 16 名，京都案賛成 7名があった。京都案賛成演説は，群馬県
連 1名，長野県連 2名，新潟県連 3名，東京八南支部 1名があったが，本部案可決，賛成者約 400
名，京都案は否決され，賛成者は 23 名であった（『社民』25 号，31・1・10，『社通』356-359 号，
30・12・12-16）。
　しかし，同年 12 月 26 日の第 3回無産政党合同促進京都地方協議会では，労農党の協議会参加を
承認し，1931 年 1 月 20 日の京都府会議員補欠選挙で労農党員坂本時三を共同候補として決定する
など，社民党大会の決議を無視した。ここで，非合同派の吉川末次郎などは同年 1月 12 日の社民
党府連執行委員会で合同促進同盟からの即時脱退，坂本時三の合同候補を承認しない，津司市太郎
と蟻善を除名すると決議した。合同派は途中で委員会を退場して，執行委員会の決定は認めない，
合同協議会を支持する，坂本時三府議候補を応援すると申し合わせた。翌 1月 13 日に「社民党京
都府支部連合会三党合同実現同盟」（以下「実現同盟」）を組織して，社民党の名の下に合同促進を
行うこと，除名処分に服しない事を決議して，府連と対抗し，分裂した。社民党京都府連は約 200
名の党員と有力幹部を失ったという（『社通』376 号，31・1・16，同 378-379 号，31・1・18-20
日，『昭和六年中ニ於ケル社會運動ノ状況』572 頁）。
　同年 1月 14 日，「実現同盟」は，勢力は左京，下京の全部，右京，上京の大部分，東山の一部，
総同盟系組合も運輸労働，金属・労働，印刷の両組合，金属・労働第 2支部，紡績繊維第 2支部，
全体の執行委員 29 名のうち 15 名が合同派であり，全体の 9割の党員が「実現同盟」であると主張







長三郎，津司市太郎，蟻善ほかが弁士として，岡崎公会堂で 3党合同促進，第 59 議会闘争大演説
会を開催した（『社通』378 号，31・1・18）。
（2）　全国労農大衆党の設立と蟻善の死
　社民党京都府連合会に続いて，同年 1月 16 日に社民党中央執行委員会も津司市太郎と蟻善を除











　同年 1月 25 日に京都地方三党促進協議会は第 5回委員会を開催し，社民党本部派を除き，京都
地方無産政党合同同盟を設立することを決定した（『社通』388 号，31・1・30）。さらに，同年 2
月 11 日に全国的な三党即時合同派を集め，「社会民衆党三党実現同盟」を結成した（『昭和六年中




る電気料金値下要求運動に応えて，同年 2月 19 日亀岡市公会堂，20 日園部町劇場，21 日福知山公
会堂，22 日綾部市公会堂で水谷長三郎や蟻善，神田兵三府市会議員，半谷玉三京都市会議員，津
司市太郎なども乗り込み，電気料金値下を訴えた（『社通』406 号，31・2・21）。「合同同盟」は同
年 3月 1 日に反動議会暴露演説会を行い，蟻善も壇上に立った（『朝京』31・3・2）。その後，「社
会民衆党三党実現同盟」は同年 4月 13 日に全国大衆党，労働農民党と無産党合同協議会を設立し
た（『社通』451 号，31・4・17）。そして，同年 7月 5 日についに労農党，大衆党，社民党合同実
現連盟が合同し，全国労農大衆党が設立された（『社通』519 号，31・7・7）（49）。
　蟻善は同年 4月 29 日に東京で中耳炎にかかり，帰京後入院していたが，同年 7月 13 日に死去し
た（『日出』31・7・14，『朝京』31・7・14，『日日』31・7・14）。蟻善の葬儀は全国労農大衆党党
（48）　『社通』387 号，31・1・29，同 391 号，31・2・3。『社民』号外，本号外は 1931 年 3 月 3 日の中央執行委員会
指令が掲載され，1931 年 3 月上旬以降に発刊されたと思われる。
（49）　全国労農大衆党の結党過程の詳細については，本誌掲載の「全国労農大衆党結党の検討」（福家崇洋）参照。
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などアナーキストとともに検挙され，4カ月収監された。1921 年 2 月ごろまでは特高のスパイの訪
問があり，監視対象になっていた。アナーキスト仲間とはその後もつきあっていた。
　蟻善の薬屋としての商売は順調で，1923 年には薬剤師京都代表者の 1人だった。多くの仲間と
研究サークルである京都本草会を立ち上げていた。支持基盤の 1つとして薬剤師会のつながりは重
要であった。蟻善は大蔵流狂言師でもあり，多くの人々との交流があった。狂言の腕や能楽の素養
は素人レベルを超えており，京都の能楽界にも貢献していた。だが，蟻善はそんな自分をシニカル
に眺めており，能楽というブルジョアな趣味にひたりながらもプロレタリアの解放を叫ぶ「じれん
ま」を抱えていた。そして，大衆演劇の役者である曾我廼家五郎・志賀廼家淡海・沢田正二郎とは
親友であった。さらに南座観劇会の活動にも関与していた。しかし，蟻善は「じれんま」とともに
裕福で享楽的な生活に満足できず「にがき顔」を抱えていたが，狂言，演劇などを通じた多彩な交
友関係も支持基盤につながっていった。
　アナーキスト蟻善は 1927 年になると，社民党京都支部結成に参加する。蟻善は京都府会議員選
挙に立候補した。薬業界と社民党員の支持をえて，当選が確実視されていたが，次点で落選した。
京都の社民党は普選第 1回の総選挙でも大敗し，左派の労農党にくらべ，勢力は著しく劣ってい
た。総同盟京都支部の再建が図られていたが，うまくいかなかった。蟻善も増区問題への対応に見
るように党利党略よりは自分の考えに忠実に行動していた。京都の社民党は創立者たちの小市民的
性格が強く，広範な労働者の支持を得ていなかった。京都市会議員選挙では中京区選挙区内の大衆
全ての支持を得ようと積極的な選挙戦を行った。薬業界，職業紹介所組合，スター食堂グループな
どの支援を受け，既成政党の個別訪問や買収の不正を訴えていた。その結果，社民党候補者で唯一
の当選を果たし，無産政党候補者の最高得票だった。市会議員選挙で無産政党議員は 5名当選し
た。蟻善以外の全員が労働者の出身で労働運動・無産運動の闘士であった。蟻善は市会活動では，
無産政党議員団の一員として活動しつつも既成政党の意見書提出にも協力していた。また，労働争
議の調停，社民党設立の診療所の設立などに関与した。学区会議員選挙に社民党は多く進出し，地
無産政党地方議会議員の支持基盤形成（杉本弘幸）
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盤固めもできていた。しかし，蟻善は市役所赤旗事件への対応で，無産政党議員への警告，反省決
議案に反対したが，政友会議員から市役所赤旗事件のような対応には反対であったと暴露された。
蟻善は自分が正しいと思う政治行動ならば，社民党京都支部が反対しようと，既成政党議員の意見
書案だろうと積極的に行ってきた。無産政党議員団でも蟻善と他の労働者出身の議員とは意見や政
治行動のスタイルが相当違っていた。
　しかし，同時並行で無産政党合同運動が進んでいた。京都でも普選第 2回総選挙で無産政党候補
は惨敗した。世論は無産政党内部の対立・抗争による共倒れを，激しく非難した。蟻善も津司市太
郎ともに京都の無産政党合同運動を推進した。しかし，無産三党即時合同論者の蟻善は，大衆党と
の合同共同委員会設置を推進する社民党本部から，津司ともに除名されてしまう。蟻善は「実現同
盟」を組織して，社民党府連と対抗した。「実現同盟」は大衆党と労農党と「合同同盟」を組織し，
京都で実質的な三党合同を成し遂げたのである。
　以上，蟻善はアナーキストから出発し，無産政党右派である社民党に所属したユニークな人物で
ある。しかし，彼の生涯をみると，彼なりの苦悩や葛藤を抱えながらも裕福で享楽的な生活を送っ
ていた。京都薬業界の世話役の 1人であり，狂言や大衆演劇によるネットワークなど名望家に近い
存在形態だった。それは彼が実業同志会にも所属したことや後に生祥学区学区会議員も兼任してい
ることで理解できる。京都は労働総同盟の勢力が弱く，選挙戦も薬業界と職業紹介所組合の推薦，
実家のある日彰学区と店のある生祥学区の地縁血縁を動員するなど名望家的な支持基盤を固めつ
つ，大衆には社民党に依拠した無産政党人気で得票し，当選を果たした。また，社会運動や無産政
党の統一戦線の確立にも尽力したが，既成政党ともパイプを持つバイプレーヤー的な人物でもあっ
た。選挙や政治行動も社民党中央や総同盟とのしがらみがなかった。そのため，もともとの思想の
柔軟さもあるが，自由な政治行動がとれ，京都における無産政党合同に大きな貢献が可能になった
といえよう。
　本稿は普選期における社民党京都市会議員上田蟻善の支持基盤形成を思想とネットワークを組み
込みながら，再構成した。普選期における既成政党候補者の支持基盤研究に比べて，ほとんど進展
していない無産政党候補者の支持基盤と，無産政治勢力やその周辺の人々の研究が進むことで，普
選期地域政治の新たな実像が姿を現すだろう。
 （すぎもと・ひろゆき　大阪大学大学院文学研究科非常勤講師）　
【付記】
　本稿は科学研究費補助金（基盤研究Ｃ）「戦後失業対策事業・失対労働者関係史料の整理・公開に関する研究」と
同（基盤研究Ｂ）「戦前社会事業の到達点と現在への視座―福祉国家の源流をたどる」の研究成果の一部である。
